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「動物の愛護及び管理に関する法律」と「家庭動物等の飼養及び保管に関する基準」

学校等で動物を飼育する場合，「動物の愛

護及び管理に関する法律」（略称は動物愛護

管理法或いは動物愛護法）とそれに基づく

「家庭動物等の飼養及び保管に関する基準」

をよく認識する必要があります．「家庭動物

等の飼養及び保管に関する基準」では，学校

での動物の適切な飼養及び保管について正し

い理解が得られるよう求められています．

なお，展示やふれあいのために飼われてい

る動物園等の動物は「展示動物」，科学的目

的のための研究施設などで飼われている動物

は「実験動物」，牛や鶏など産業利用のため

に飼われている動物は「産業動物」としてそ

れぞれの飼養及び保管に関する基準が定めら

れています．

〇動物の愛護及び管理に関する法律（抄）

第一条 この法律は，動物の虐待及び遺棄の

防止，動物の適正な取扱いその他動物の健康

及び安全の保持等の動物の愛護に関する事項

を定めて国民の間に動物を愛護する気風を招

来し，生命尊重，友愛及び平和の情操の涵か

ん養に資するとともに，動物の管理に関する

事項を定めて動物による人の生命，身体及び

財産に対する侵害並びに生活環境の保全上の

支障を防止し，もつて人と動物の共生する社

会の実現を図ることを目的とする．

第二条 動物が命あるものであることにかん

がみ，何人も，動物をみだりに殺し，傷つ

け，又は苦しめることのないようにするのみ

でなく，人と動物の共生に配慮しつつ，その

習性を考慮して適正に取り扱うようにしなけ

ればならない．

２ 何人も，動物を取り扱う場合には，その飼

養又は保管の目的の達成に支障を及ぼさない

範囲で，適切な給餌及び給水，必要な健康の管

理並びにその動物の種類，習性等を考慮した

飼養又は保管を行うための環境の確保を行わ

なければならない．

第七条 動物の所有者又は占有者は，命ある

ものである動物の所有者又は占有者として動

物の愛護及び管理に関する責任を十分に自覚

して，その動物をその種類，習性等に応じて

適正に飼養し，又は保管することにより，動

物の健康及び安全を保持するように努めると

ともに，動物が人の生命，身体若しくは財産

に害を加え，生活環境の保全上の支障を生じ

させ，又は人に迷惑を及ぼすことのないよう

に努めなければならない．この場合におい

て，その飼養し，又は保管する動物について

第七項の基準が定められたときは，動物の飼

養及び保管については，当該基準によるもの

とする．

（１～６は省略）

７ 環境大臣は，関係行政機関の長と協議して，

動物の飼養及び保管に関しよるべき基準を定

めることができる．

〇家庭動物等の飼養及び保管に関する基準

（抄）

第１ 一般原則

１ 家庭動物等の所有者又は占有者（以下

「所有者等」という．）は，命あるものであ

る家庭動物等の適正な飼養及び保管に責任を

負う者として，動物の健康及び安全を保持し

つつ，その生態，習性及び生理を理解し，愛

情をもって家庭動物等を取り扱うとともに，

その所有者は，家庭動物等をその命を終える

まで適切に飼養（以下「終生飼養」とい

う．）するように努めること．

第２ 定義

この基準において，次の各号に掲げる用語の

意義は，当該各号に定めるところによる．

(1) 動物哺乳類，鳥類及び爬(は)虫類に属す

る動物をいう．

(2) 家庭動物等愛がん動物又は伴侶動物（コ

ンパニオンアニマル）として家庭等で飼養及

び保管されている動物並びに情操の涵(かん)

養及び生態観察のため飼養及び保管されてい

る動物をいう．

(3) 管理者情操の涵養及び生態観察のため飼

養及び保管されている動物並びにその飼養及

び保管のための施設を管理する者をいう．

第６ 学校，福祉施設等における飼養及び保

管

１ 管理者は，学校，福祉施設等の利用者が

動物の適切な飼養及び保管について正しい理
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解を得ることができるように努めること．

２ 管理者は，動物の飼養及び保管の目的，

学校，福祉施設等の立地及び施設の整備の状

況並びに飼養又は保管に携わる者の飼養能力

等の条件を考慮して，飼養及び保管する動物

の種類及び数を選定すること．

３ 異種又は複数の動物を同一施設内で飼養

及び保管する場合には，その組合せを考慮し

た収容を行うこと．

４ 管理者は，動物の所有者等としての責務

を十分に自覚し，動物の飼養及び保管が，獣

医師等十分な知識と飼養経験を有する者の指

導の下に行われるよう努め，本基準の各項に

基づく適切な動物の飼養及び保管並びに動物

による事故の防止に努めること．

５ 管理者は，学校，福祉施設等の休日等に

おいても，動物の飼養及び保管が適切に行わ

れるよう配慮すること．

６ 管理者は，飼養及び保管する動物に対し

て飼養に当たる者以外の者からみだりに食物

等を与えられ，又は動物が傷つけられ，若し

くは苦しめられることがないよう，その予防

のための措置を講じるよう努めること．

７ 管理者は，地震，火災等の非常災害に際

しても，動物の飼養及び保管が適切に行われ

るよう配慮すること．


